
計画8-5

新生児のス トレスに対する反応

川上消文 (聖心女大 ･文 ･心理),滑水幸子 (昭

和大 ･医 ･産婦).矢内原巧 (昭和大 ･医 ･産婦)

私たちは､人の新生児のストレスに対する反応

を研究してきた｡人の新生児は生後5日目にフェ

ニールケ トン尿症などの検査のために採血される｡

採血をス トレスと考え､採血の前後に2回唾液を

取り､その中のコルチゾルを分析するという方法

をとった｡私たちは採血時にホワイりイス●などの昔を

呈示するとストレスが技和されることを見出した｡

以上の人に対する実験パラダイムを日本ザルに

あてはめることにし.初年度は3頭のオスを対象

とした.突験の内容と結果を表に示す｡表中の耶ま

whitenoise.Cはcontrol.コルチゾル値Aは採血前,

Bは採血後(単位〃g/dl).-は測定不可を示す｡

個体番号 MH1669 Mff1705 Mr日7

07生年月日 4′29 6′26

6′26突験日1 5/8(Y) 7′11(C

) 7′11(C)コル刑●ル値A - 14

6〝 8 10 42 7実験日2 5′13(C) 7/16(W) 7/1

6(Y)コルチリ●ル値Å 14

36 15〟 B 21 44 12

計画8

-6 妊娠中の母体のストレス

が胎児に及ぼす形苧上井捻子 (東京医科歯科

大 ･医 ･健康科学)妊娠中の母のス トレスは胎

児の神経発達や出生した子どもの行動を変化させ

る｡しかしこれらの変化が社会生活でどの様に形

曹するかは不明である.胎児の心拍数は,迷走神経

と交感神経とのバランスで維持されておtJ.胎

児の心拍を測定して中枢神経の発達が評価できる

と考えた.この研究は,母のス トレスと子どもの

社会生活の的連を研究する前段階として､胎児の

心拍の測定によって中枢神経の発達を

推測し,出産後の母子の行動を観察する事が指操

になるか調査した.方法 :胎児の観察は.ケタラ-

ルを用いて麻酔し,経戊エコーにてMモードで心拍

を30分npl,30秒に一回,瞬間心拍数を測

定した.母子の観察は,母子を一括にケージで飼育し,午後の

1時間をビデオで壬最形した｡対象は経産

婦のM.f.fuscat及び初産婦のM.mu

lattaである.結果 :胎児の心拍は図1のよ
うに.胎内日放が増すと基線と細変動が減少した.胎

児日放を事巴超して比較する必要が分かった.5.
9は5月9日､5.21は5月21日に観察した.母子の観

察は.母親の行動はresting.移動や横揺
れなど単独の動作.外に視線を向ける､その他.

こどもの行動は､親の渡部にしがみつく､単独でケージ内や

支柱を萱るなどの移動.resting.外に
視嬢を向ける.その他｡母子交互作用は.抱き合

った姿勢で視線を向ける.離れて視線を向ける.

かまってほしかる.相手の見た方を見る.グルー

ミング.引き寄せ-離し､遊び.その他を.観察可能な指

標とした.Mff1705は､人工岬青を受けてい

るが.値が高いことがわかる

｡その他.ほぼ人の新生児の結果に近い傾向が

見出された｡実験に当たり協力して下さっ

た.霊長研の鈴木樹理 ･友永雅己 ･大蔵聡の諸氏に謝意を表する｡
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